特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース11年11月17日３８２号
セセラギまつり　12・13日　400人のみんさんと対話　3面18パネルを使った里山展示　　伊藤さん深田さん山田さん大村さんが飾付をいただきました。場内を見ると展示の無い白紙のパネルが目立ちますので、係員と相談して里山の会の展示物を追加して白紙をなくしました。結果として市民文化祭の約2倍の広さになり、ゆったり観賞しやすく、読み取り易く出来あがりました。心配していた樹種アンケートも実施することが出来ました。ただここまで掲示が大規模になるとは予想していなかったので、二日間のうちはじめと終わりに説明員が短時間つく計画でしたので見学者への働きかけが十分できなかったことが心残りです。しかし、これまで数多くの展示物を作成しそれを保存してきたので、いざという時に大変役に立ちました。（伊藤さんの声）
淀川河川レンジャー「実務研修」12日　イベント開催から「いい川つくり」へ行政と住民の橋渡し役へ3時間話合う。
河川レンジャー制度が出来て6年が過ぎました。現在淀川河川事務所管内には24名のレンジャーが活動しています。木津川管内では4名がいます。レンジャーの活動は3段階のステップが予定されています。第1段階、住民が川と関わる機会を拡大する段階（例えは観察会や体験、広報による啓発活動）。次に第2段階、地域住民（各世代間）の河川への関わりを促すような活動。（啓発活動+自然と共生するための体験活動や治水・防災と生活を結び付ける活動、生活と水とのかかわりを学習活動）。次に第3段階、コミュニケーション活動として地域住民との意見交換を通じて河川への関わりを定着させる活動（たとえば地域防災活動や地域の環境保全活動、生活と水とのかかわりを見つめなおす活動）と考えられています。こうした段階へのステップアップについて話し合いました。
里山農園　農業塾　第2回目の植付けを検討　13日　5人が来園　サツマイモは全滅させられましたが、黒豆はしっかり収獲でき、種も沢山採れる予定です。次に本格的に猪防護柵を設置して、種から栽培したミズナやコカブ等11種類の野菜は見事な出来栄えとなり、市民文化祭では人気商品として協力販売が進みました。今350本のダイコンは見事な生育ぶりです。約半年の栽培は一部に失敗もありましたが、よくできたと評価出来ます。さて、農園の地力がある間はしっかり土地利用をしたいと思います。そこでタマネギ苗1000本を仕入れ、27日までに植え付ける計画です。18日には手持ちの堆肥を存分に使って土地改良を進めタマネギの畝を作ります。収穫時期には全会員さんにお手伝いをお願いしようと意気込んでいます。とりあえずタマネギ畝作りや植付けにお越しください。

10月度の会計報告（中間）から会費納入率９３％、収入合計401万円、支出合計190万円。今年は会費納入100％に働きかけてきました。昨年より大きく進捗しています。支出経費の軽減も随分工夫が見られます。会計担当の袖岡さん黒光さん森さん加えて山本さんの4人による会計部月例会を開催して戴いています。
堆肥作り　12・13日　枯れ草に水を散布し積み上げ作業　完了　木津川の刈草をチップ化したものを堆肥にするために水分散布の後積み上げ、踏み固め、温度管理を行い3回の切り返し行い3～4か月後に完熟製品になります。水散布に大苦労でしたが、改善が進み重労働から少し解放されました。
第29回京都木津川マラソン大会第1回実行委員会　10日　京田辺市社会福祉センター　各実行委員会参加団体から31名の出席があり、定刻に開始、自己紹介、大会概要、エントリー数、28回大会決算報告と29回大会予算案、義援金の使途などが報告、質疑の後原案通り承認可決され、各パートから要望意見が活発に出され、スタッフジャンパーや参加賞が紹介されました。救急救命講習会への参加とパート体制の報告書提出が強調され、9時に散会しました。
第5回近畿子どもの水辺交流会第3回実行委員会　10日　大阪市ＯＭＭビル会議室　兵庫大会に出場団体は29団体305人で全体参加数は538人の規模となりました。里山から木津川部会の子どもさん14人が発表します。遠いですが応援見学にお越しください。府県を越えた大変大きな子どものための交流会です。
26日　京都府立山城郷土資料館主催の「木津川ものがたり」シンポジウム会場のアジサイホールで木津川の紹介や、里山の会の活動紹介のロビー展示をパネル15枚を使って行います。シンポで福井・山村が木津川紹介を行います。
近畿地方生物多様性地方座談会・配布資料（「生物多様性国家戦略」2010）から　日本の生物多様性の現状　日本には知られているだけで9万種以上、分類されていないものも含めると30万種を超える生き物がいると推定されており、狭い国土面積にも関わらず、沢山の種類の生き物がいます。他の地域には見られない「固有種」の比率が高いことも特徴で、陸にすむほ乳類の約4割、両棲類の約8割が固有種です。しかしながら、沿岸の埋め立てや都市的土地利用への転換面積は減っておらず、は虫類、両生類、汽水・淡水魚類の3割強、ほ乳類、維管束植物（木や草）の2割強、鳥類の1割強の種に絶滅のおそれがあり、「3つの危機」は依然として進行しています。以下は次号で紹介します。
木津川マラソン　参加過去最高の規模に合計5,968人で確定しました（昨年は5391人、一昨年5535人）

やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

